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　【排水 と陥没】（発表 18 編）

　排水パ イ プの 効果を土壌水分量 に着 日 して 評価 す る 試

み，ス リ ッ トか らの 土壌吸出 し特性 や 筒状織物製 ドレ
ー

ン との 比 較 で 長期排 水特性 を検討 し た報告，排水 パ イ プ

の 引抜 き抵 抗 力 を盛 土 の 安定 性 評 価 に 適用 す る報告が あ

っ た 。 ま た ，陥没 に 関 し て は ，室 内模 型 実 験 や ．1次 元

DEM 解析 で 陥没 の メ カ ニ ズ ム を 検討す る 報 告 ，空 洞 充

填材 と して の 島尻 マ
ー

ジの 物理
・一

軸特性 を検討した報

告な どが あ っ た。フ ロ ア か ら，排水パ イプの 現場で の 設

置状況や材質 ・ス リ ッ ト形状 に 関す る質疑，土砂流出現

象 を 再現 し た 模型実験 の 初期条件や 二 次元 DEM の 解析

千 順 に関 す る質疑，さ ら に，室 内 模 型実験 や 解析結 果 か

ら実 際 に現 場 で 生 じ る規 模 が大 きな 陥 没 現 象 の メ カ ニ ズ

ム を どの よ うに 説明す る の か とい っ た根 本 的 な 質疑 もあ

り，活発な討論が行われた。道路の 陥没 だ けで も，年間

3000 〜4000 件生 じ て い る とい う報告もあ り，今後，陥

没対策や陥没箇所 の 予測 とい っ た 研究が期待され る と こ

ろ で ある。

　　　　　　　　　 （文責 ： 室蘭工 業大学　木幡行宏）

た こ とを 記憶 して お り， 研究動向の シ フ トを 感 じた 。 覆

土 に 区分 さ れ る研究 で は ， メ タ ソ 除 去 を 目的 と した覆土

材が 紹介され，こ れ は 覆土 に新 た な 機能
・
概念を 付加す

る もの で あ り，大変興味深 く思わ れ た 。 有効利用 に区分

され る研究で は，廃棄物処分場 の 延命化を 目標 と した 嵩

上 げ盛 土 に関 す る報 告 が 中 心 で あ っ た。

　　　　　　　　　　　 （文 責 ： 京 都 大 学 　稲 積真 哉）

　【廃棄物処分 （放射性廃棄物処分）】（発裹 ：7編）

　本 セ ヅ シ ョ ン で は ，緩衝材 と して使用され るベ ソ トナ

イ トの 性能評価 に 関する 発表 が 6件 （959 〜964）， 遠 心

模型実験 の 加速度誤差 に 関す る発表が 1件 （965）あ っ

た。ペ ソ トナ イ 1一の 性 能 評 価 も実験室 レ ベ ル か ら現場 レ

ベ ル へ と進 展 して い る。緩 衝 材 に は，核 種 移 行 の 緩 衝 作

用 だ けで な く， 断層変位の 緩衝作用も期待され る 。 こ の

た め ，ベ ン トナ イ トの 膨潤特
・
「生 とせ ん 断特性 の 連成的 な

実験 と数値解析 だ けで な く地質学的なナチ ュ ラ ル ア ナ ロ

グ研究 との 連携 も重要 とな る で あろう。

　　　　　　　　　　 （文責 ：香川大学　長谷川修
一

）

　【津波 と模型 実験】 （発 表 ： 6編）

　実現象 を 「見 た い （メ カ ニ ズ ム を知 りた い 等）」 とい

う 目的の た め，本 セ ッ シ ョ ン で は，ビ ジ ュ ア ル 重視で 啓

蒙 目的の 模型実験，遠心加速度場 に 特殊装置を持込 み現

象再現 し よ う とす る試 み，流体 を持 込 み 津波 と構造物 の

相互作用 を 見 よ う と した 試 み に つ い て発表があ っ た。す

べ て の 発 表 が，実 現 象 や 数 値 解 析 との 比 較 に よ り，実 験

あ るい は 数 値 解 析 の 妥 当 性 確 認 ，高度 化 の 検 討 を 実施 し

て い る事が 共通点 で あ り， 実現象
・
模型実験

・
数値解析

の 相互 補完 が重要 で あ る こ とが再確認された。

　　　　　 （文責 ：   港湾空港技術研究所　菅野高弘）

　【土 壌地 下 水 汚 染 （対策
・評 価 技 術 ）】 （発 表 ：9編 ）

　ふ っ 素 に 対 す る 通水不溶化 ， 砒素汚染水の 揚水 処理 ，

機械油 に対 す る 通水洗浄，VOCs に 対す る バ イオ 分解な

ど原位 置対策技術 に関する発表が 多か っ た。ふ っ 素 の不

溶化技術 に対 して は，再溶 出 に よ る リバ ウ ン ドの 有無 を

適切 に評価 す るた め に 必要 な モ ニ タ リン グ期間 に つ い て

討 議 さ れ た。原 位 置 浄 化 技 術 に は確 実 性 や 耐 久 性 が 求 め

られ る。総 じて 討 議 は 活発 で ，とて もセ ッ シ ョ ン 時 問 内

に 収 ま り きらな い ほ どで あ り， 当該分野 に 寄せ られ る期

待 の 大 きさを 感じた。

　　　　　　　　　　 （文責 ：大成建設  　樋 口雄
一
）

8． 地盤環境

　【廃 棄 物 処 分 （海 面処分 ・遮 水 シ
ート）】 （発 表 ： ア編）

　海面処 分場 に 関 して は ， 遮水機能 と浄化促進機能を 併

せ 持 つ 護岸構造お よび 廃棄物 の 投 入 が底部遮水地盤に 及

ぼす影響 に 関す る 発表 が行われた。遮水シ
ー

トに 関 して

は，保護材 の 性能 お よ び供用時 に お け る遮水 シ
ー

トの 性

能等 に 関す る報告が行われた。全体 を 通じて ，供 用 時 に

着 目 し遮 水 性 能 の 維 持確 保 に 関 連 す る 研 究 テ
ーマ で あ る

とい う特 徴 が あ る。適 切 な 管 理 ・遮 水機 能 等 の 維持，跡

地 利 用 促進等，現 下 の 課 題 に 対 応 した 新た な技術開発 が

進 め られ て い る こ とが実感 で き る セ ヅ シ ョ ソ だ っ た 。

　　　　　（文 責 ：  港湾空 間 高度 化 環境研 究 セ ン ター

　　　　　　　　　　　　　　（WAVE ） 小 田 勝也 ）

　【廃棄物処分 （粘土 系遮水 ・覆土 ・有 効利 用 ）】（発 表 ：

6 編）

　粘土 系遮水 に 区 分 さ れ る研 究 で は，粘 上 系 遮 水 材 の 吸

着特性等，化学的性 能 に 着 日 した 報 告が 多 く見 受 け られ

た。な お，こ れ ま で は 遮水性能 に 着 目 し た 報告が 多 か っ

34

　【土壌地下水汚染 （不 溶化処理 ・自然由来）】（発表 ：

8編 ）

　 不 溶化 処 理 に つ い て は，各研 究 者 が 注 目 し て い る 処 理

技術 の 長期安定性，な い しは安定性 を評価 す る 上 で 重要

な不 溶化 メ カニ ズ ム に 関す る実験的な研究が主要を占め

た。ま た，自然由来に つ い て は，近年話題 とな っ て い る

岩石 の 掘削発生土 に つ い て 岩質を 考慮 し た粒径 と溶 出量

との 関係に 関す る 実験的 な研究が注 目さ れ た e 全体 に，

今後 ，環境汚 染 リ ス ク を評 価 す る上 で 重 要 とな る課 題 に

つ い て ，時節 を得 た 研究 発表内容 で あ っ た。

　　　　　　　　　　 （文責 ： 目本工 営  　鈴木弘明）

　【土 壌地下水汚 染 （地盤 と微生 物機能）】（発表 ：5編）

　微牛 物機能 に よ る地 盤 改良や 物性 改善 （微生 物電 池 ）

に 関す る報告が あ っ た 。 炭酸塩 の 析出に よ る地 盤改良 を

目的 と し た 研 究 で は，B．　pasteuriiを 用 い る も の が 3 件 ，

単離菌 を 用 い る も の が 1件 で あ っ た。ま た ，ヘ ドロ の

物 性 改 善 で は ぼ か し肥 料 を用 い て い た。発 表 後 の 質 疑 応

答 で は微 生 物 電 池 で 発 電 した 電 力 の 活 用 方 法 や 炭 酸 塩 の

析 出 に関 連 して 海 外 で 出願 され て い る特 許 へ の 対 応 な ど
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